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JATET 推奨・200V 音響電源用コンセント 

 

公益社団法人劇場演出空間技術協会 

 

移動設備の音響機器において 200V 電源の利用が増えていることをふまえ、保安確保に資するた

めに、表のとおり 200V 回路用の差込接続器（コンセント、差込プラグ、コードコネクタボディ

など）を推奨する。 

表 ブレーカの定格電流と適合ケーブル及び差込接続器 

配線別 
ブレーカの    

定格電流 

ケーブルの太さ 

(mm2) 

適合差込接続器 

極数 形式 定格電圧 

幹線及び   

分岐幹線 

60A 14,22 3 CEE form 63A/60A 250V 

30A 5.5,8 3 CEE form 32A/30A 250V 

分岐回路 
20A 3.5 3 CEE form 16A/20A 250V 

20A 3.5 3 NEMA L6-20 250V 

［注］分岐幹線及び分岐回路に施設するブレーカは、漏電遮断器（高感度高速形）を推奨する。

ただし、対地電圧が 150V を超える分岐回路には漏電遮断器を設置しなければならない。漏電遮

断器の感度電流設定値は、30mA 以下とすること。ブレーカと適合差込接続器の定格電流は、電

気設備の技術基準の解釈第 148 条及び第 149 条による。ケーブルの太さは、2PNCT のとき。 

 

推奨する差込接続器の条件 

演出空間仮設電気設備指針 JESC E0020(2006)／IEIEJ-G-0005(2005)に適合するものであるこ

と。 

以下に、演出空間仮設電気設備指針の関連事項を示す。 

(1) 使用できる差込接続器は、電気用品安全法の適用を受けたものであること。(P29) 

(2) 電気用品安全法の適用対象外の機器、機材は、民間規格（JESC規格等）、任意規格（JATET

等の工業会規格等）、JIS規格に適合したものとすることが望ましい。また、使用する機器、機材

が輸入品である場合は、上記各規格に適合することが困難な場合がある。この場合は、国際規格

（IEC,ISO等）又は、海外規格（NEC,ANSI,DIN,UL等）の適合品であることが望ましい。(P47) 

(3) 電圧の異なる機器の誤接続による危険を防止するため、100V 回路用と 200V 回路用の接続

器は混同しないよう、それぞれ異なった形状にしなければならない。(P127) 

(4) 接地極を有する接続器でなければならない。(P35,P55,P128,P183) 

(5) 仮設音響設備の差込接続器は、抜け防止ができる差込固定機能付のものであることが望まし

い。(P184) 

 

特記事項 

(1) C型 差込接続器は125V用であるため、200V回路用の接続器として使用してはならない。 
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(2) 平行型汎用接続器（定格 15A 125V）は、200V回路用の接続器として使用してはならない。 

(3) 定格電圧が250Vの差込接続器は、100V回路用の接続器として使用してはならない。 

(4) D型 差込接続器は、劇場等演出空間電気設備指針で、施設の舞台照明設備の差込接続器とし

て紹介され広く使用されている。このことから、音響電源設備の接続器を照明電源設備の接続器

と異なった形状にすることで混同しないようにするため、D型 差込接続器は、音響電源設備の

差込接続器として推奨されない。 

(5) 使用電圧が 200V 系の音響機器に対する供給電源は、原則として単相 3 線式 100V/200V の

線間電圧 200V 等、中性線を有する対地電圧 150V 以下の電源であること。 

 

参考 

演出空間仮設電気設備指針から一部抜粋して示す。 

(1) 演出空間仮設電気設備指針の適用範囲は、屋内及び屋外の演出空間において、演劇、コンサ

ートを公演するため、もっぱら一時的に使用する移動設備で、次のとおりである。舞台照明、舞

台音響及び舞台機構における電気設備の設計及び施工。舞台照明設備、舞台音響設備及び舞台機

構設備等に供給する電源及び幹線、分岐回路の設計及び施工。(P1) 

(2) 仮設電気設備は、電気設備技術基準を定める省令の解釈（電技解釈）を遵守しなければなら

ない。(P24) 

(3) 電路の対地電圧の制限 

仮設音響設備に電気を供給する電路の対地電圧は、原則として 150V 以下とすること。ただし、

取扱者以外のものが容易に触れるおそれがないように施工する場合は、対地電圧を 300V 以下と

することができる。(P24) 

解説： 

仮設電気設備は、専門者の取り扱う業務用電気機械器具であるため、法規上は、仮設照

明設備を除き対象とならない設備であるが、仮設電気設備の電路は、移動して使用す

る電気機械器具に電気を供給するため、施設された電気設備と異なり、常に人が触れ

る恐れがある環境にある。したがって、仮設音響、仮設機構の各設備においても、電技

解釈の主旨である人の触れる恐れのある設備として、ここでは安全を考慮することが

望ましいことから、原則として対地電圧 150V 以下にすることとしている。(P24) 

(4) 仮設音響設備で対地電圧が 150V を超える機器の分岐回路には高感度高速形の漏電遮断器

の施設を義務付けている。(P39,P40,P139,P196) 

(5) 電気用品安全法で、差込接続器は特定電気用品に指定されている。特定電気用品の適用を受

ける差込接続器は定格電圧 100V～300V、定格電流50A以下、2極～5極のものである。(P46,P55) 

(6) 定格電流 63A/60A の差込接続器は電気用品安全法の対象外である。(P57) 

(7) 仮設幹線とは、電源の受電点から分岐回路の過電流遮断器に至る配線のうち、分岐回路の分

岐点から電源側をいう。仮設幹線を更に分割する幹線を分岐幹線という。(P19) 

(8) 分岐回路とは、負荷及び制御機器に電気を供給するため、幹線の分岐点から過電流遮断器を

経て負荷機器の差込接続器に至るまでの電路をいう。(P19) 

  



JATET 推奨・200V 音響電源用コンセント 

2023/11 更新 

2023/10 発行 

- 3 - 

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メスケーブルソケット 

給電用 

オスケーブルプラグ 

受電用 

メス座 

給電用 

オス座 

受電用 

分岐回路用 16A CEE form の例 

幹線および分岐幹線用 30A CEE form の例 

メスケーブルソケット 

給電用 

オスケーブルプラグ 

受電用 

メス座 

給電用 

オス座 

受電用 

分岐回路用 20A NEMA L6-20 の例 

オスケーブルプラグ 

受電用 

メス座 

給電用 

※青色が 200V 系統を示しているほか、黄色 100V 系統とはピンの向きが違うので嵌合しない 

 

※ 200V 系統専用コネクターで 100V 系統専用とは刃の形状が違うので嵌合しない 

 

※青色が 200V 系統を示しているほか、黄色 100V 系統とはピンの向きが違うので嵌合しない 

 


